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名古屋市観光客・宿泊客動向調査（平成２３年度） 

１．観光統計について 

（１）調査の目的と全国観光統計基準の採用 

①調査の目的 
 名古屋市内の主要な観光施設等の入込状況及び宿泊施設の概要、宿泊客数の把握並びに名古屋

市を訪れる観光客の目的や特性等を調査し、名古屋市の観光行政の基礎資料とすることを目的と

する。 
②全国観光統計基準の採用 
名古屋市では、交流人口の核をなす観光入込客数の把握の精度を高め、観光施策の企画立案に

必要な基礎データを整備するため、愛・地球博開催を契機に平成 17 年度より、全国観光統計基

準に準拠し、行・祭事、イベント、スポーツ、音楽・演劇等の都市観光を中心とする新たな観光

地点を調査に加えた。平成 23 年度については、全国観光統計基準に適合する 84 地点の観光入込

客数を把握した。 
 

（２）入込客数 
①観光入込客延べ人数 

観光関連施設や行・祭事、イベント実施団体からの入込客数の回答により、観光入込客延べ人

数を算出した。平成 23 年度の名古屋市内の観光入込客延べ人数は約 5,487 万人であり、平成 22
年度と比較して約 122 万人増加（対前年度比率 102.3％）した。 

増加の要因としては、平成 23 年 3 月に開館した「リニア・鉄道館」、プラネタリウムをリニュー

アルした「名古屋市科学館」が人気を博したこと、また東日本大震災の影響により、平成 22 年

度は中止になった｢名古屋国際女子マラソン」が新たに「名古屋ウィメンズマラソン」として開

催されたことなどがある。 
 

表 1-1-1 観光地点の分類別入込客数の推移 

（上段（ ）内：調査地点数、下段：入込客延べ人数） 

全国観光統計基準に基づく分類 
平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

大分類 中分類 

学ぶ（見る・

体験する） 

自然     

文化・歴史 （25）
20,510,622

（25）
21,251,645

（25）
21,187,666 

（26） 
20,983,337

産業観光 （5）
1,615,170

（5）
1,499,021

（7）
1,617,800 

（6） 
2,509,590

遊ぶ（楽し

む・リフレッ

シュする） 

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
施設 

（18）
11,231,946

（16）
11,992,827

（16）
11,350,923 

（16） 
11,573,957

温泉  

買物  

触れ合う 

（交流する） 

行・祭事 （15）
7,772,812

（15）
7,929,956

（15）
7,943,392 

（15） 
7,003,732

イベント （19）
11,345,439

（23）
11,931,312

（22）
11,555,221 

（21） 
12,800,144

計 （82） 
52,475,989

（84） 
54,604,761

（85） 
53,655,002 

（84） 
54,870,760

  注：調査した観光地点数は、年度によって変動する。 
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②観光入込客実人数の推計 
観光客の現状調査の回答により、平均訪問観光地点数を設定し、観光入込客実人数を推計した。

平成 23 年度の観光入込客実人数は 3,326 万人であり、平成 22 年度と比較して 204 万人減少（対

前年度比率 94.2％）した。 
 

 
表 1-1-2 観光入込客 延べ人数と実人数の推移 

 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

観光入込客延べ人数（人） 52,475,989 54,604,761 53,655,002 54,870,760

平均訪問観光地点数 1.64 1.66 1.52 1.65

観光入込客実人数（万人） 3,200 万人 3,289 万人 3,530 万人 3,326 万人

 
 
 

③居住地別観光入込客数の推計 
観光客の現状調査の回答により、観光入込客の居住地割合を設定し、名古屋市内・市外別の観

光入込客実人数を推計した。 
 

 
表 1-1-3 居住地別観光入込客実人数の推計 

 全 体 名古屋市内客 名古屋市外客 

観光入込客の居住地割合 100％ 36.1％ 63.9％  

観光入込客実人数 3,326 万人 1,201 万人 2,125 万人  

 
 

 
④宿泊客実人数の推計 
宿泊施設の現状調査の回答により、宿泊施設の延べ宿泊客数、宿泊客実人数、宿泊客平均宿泊

日数を推定した。 
 
 

表 1-1-4 宿泊施設の宿泊客数 延べ人数と実人数の推移 

 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

延べ宿泊客数（人） 6,238,020 5,786,316 5,960,567  6,674,019 

宿泊客実人数（人） 4,719,502 4,604,248 4,608,978  5,192,149 

宿泊客平均宿泊日数（日泊） 1.32 1.26 1.29  1.29 
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⑤居住地別宿泊客実人数の推計 
宿泊客の現状調査の回答により、宿泊客の居住地割合を設定し、名古屋市内・市外別の宿泊客

実人数を推計した。 
 
 

表 1-1-5 居住地別宿泊客実人数の推計 

 全 体 名古屋市内客 名古屋市外客 

宿泊客の居住地割合 100％  4.8％  95.2％   

宿泊客実人数 519 万人 25 万人 494 万人  

 
 
 
⑥居住地別宿泊客・日帰り客実人数の推移 
観光入込客実人数から宿泊客実人数を差し引いて、日帰り客実人数を推定した。 
観光入込客実人数を居住地別にみると、平成 23 年度の名古屋市内客は 1,201 万人であり、平成

22 年度と比較して 204 万人減少した。また、名古屋市外客は 2,125 万人であり、前年度と同じで

あった。 
また、平成 23 年度の宿泊客実人数は 519 万人であり、前年度と比較して 58 万人増加した。一

方、平成 23 年度の日帰り客実人数は 2,807 万人であり、前年度と比較して 262 万人減少した。 
 

 

表 1-1-6 居住地別宿泊客・日帰り客実人数の推移 

  平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

観光入込客実人数 計 3,200 万人 3,289 万人 3,530 万人  3,326 万人 

 名古屋市内客 1,142 万人 1,270 万人 1,405 万人  1,201 万人 

 名古屋市外客 2,058 万人 2,019 万人 2,125 万人  2,125 万人 

宿泊客実人数 計 472 万人 460 万人 461 万人  519 万人 

 名古屋市内客 36 万人 29 万人 33 万人  25 万人 

 名古屋市外客 436 万人 431 万人 428 万人  494 万人 

日帰り客実人数 計 2,728 万人 2,829 万人 3,069 万人  2,807 万人 

 名古屋市内客 1,106 万人 1,241 万人 1,372 万人  1,176 万人 

 名古屋市外客 1,622 万人 1,588 万人 1,697 万人  1,631 万人 
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（３）観光消費額 
①観光総消費額の推移 
観光客の現状調査の回答により、観光入込客一人あたりの名古屋市内での消費額を宿泊客と名

古屋市内・市外別日帰り客に設定し、観光総消費額を推計した。平成 23 年度の名古屋市内の観

光総消費額は 2,406 億円であり、平成 22 年度と比較して 183 億円減少している。 
宿泊客の総消費額は 876 億円であり、前年度と比較して 139 億円減少している。 
日帰り客の総消費額について居住地別にみると、前年度と比較すると、名古屋市内は 30 億円、

名古屋市外は 14 億円ともに減少している。 
 

 
表 1-2-1 観光総消費額の推移（推計値） 

 居住地 平成 22 年度 平成 23 年度 

宿泊客実人数 461 万人 519 万人 

日帰り客実人数 名古屋市内客 1,372 万人 1,176 万人 

 名古屋市外客 1,697 万人 1,631 万人 

宿泊客一人あたり消費額 22,016 円 16,870 円 

日帰り客一人あたり消費額 名古屋市内客 3,540 円 3,875 円 

 名古屋市外客 6,411 円 6,582 円 

宿泊客総消費額 1,015 億円 876 億円 

日帰り客総消費額 名古屋市内客 486 億円 456 億円 

 名古屋市外客 1,088 億円 1,074 億円 

名古屋市内観光総消費額  2,589 億円 2,406 億円 
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②観光消費額の内訳の推計 
観光客の現状調査の回答により、観光入込客一人あたりの名古屋市内での各項目別の平均消費

額を宿泊客と名古屋市内・市外別日帰り客に設定し、名古屋市内での旅行費用項目別の消費額を

推計した。 
その他消費額は、総消費額から各項目別の消費額を差し引いた金額である。 
平成 22 年度に比べ、食事費は 71 億円、宿泊費は 46 億円、交通費は 46 億円、土産費は 16 億

円それぞれ増加し、その他消費額が 362 億円減少している。 
 

 
表 1-2-2 観光消費額の内訳の推移 

 平成 22 年度 平成 23 年度 

食事費消費額 797 億円 868 億円 

交通費消費額 330 億円 376 億円 

土産費消費額 576 億円 592 億円 

宿泊費消費額 480 億円 526 億円 

その他消費額 406 億円 44 億円 

総消費額 2,589 億円 2,406 億円 

 
 

表 1-2-3 観光客一人あたりの平均消費額 

 宿泊客 日帰り客 

  名古屋市内客 名古屋市外客 

食事費 6,949 円 1,462 円 2,052 円  

交通費 2,069 円 503 円 1,287 円  

土産費 4,920 円 576 円 1,651 円  

宿泊費 10,132 円  

 

 

表 1-2-4 旅行費用項目別総消費額の推計 

 宿泊客 日帰り客 観光客計 

 名古屋市内客 名古屋市外客  

食事費総消費額 361 億円 172 億円 335 億円 868 億円  

交通費総消費額 107 億円 59 億円 210 億円 376 億円  

土産費総消費額 255 億円 68 億円 269 億円 592 億円  

宿泊費総消費額 526 億円 526 億円  
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